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	本品は手術部位への整形外科用骨セメントの注入に用いる器械である。本品は手動式である。
	1.使用方法
	・本品使用に際し、併用する骨セメント注入器が正常に操作できるか確認すること。
	・手術を行う医師は、手術室の湿度と温度を確認のうえ、個々のステップに必要な手順と時間に十分注意すること。
	・骨セメントを使用するにあたっては、下記にあげるテクニック上の注意点に留意し、さらに骨セメントの添付文書を熟読し合併症や副作用を避ける配慮を行うこと。
	①ステムをセメント固定する際のテクニック上の注意点：
	十分なセメント層をステム全周（近位内側・遠位外側部分）に確保すること。又セメント層は、ステム全長より遠位部分に少なくとも1cm以上長くなるように充填すること。この際、ステムは髄腔に対し中央かやや外反位になるように設置されることが望まれる。
	本品を使用して大腿骨に骨セメントを適正に注入させると、長管骨の骨腔の密閉されたスペースの遠位から近位に充填できる。
	②寛骨臼カップ及び膝関節コンポーネントをセメント固定する際のテクニック上の注意点：
	適切なポジションへの設置と術後の緩みを避けるために十分な計画を行うこと。
	本品を使用した場合、寛骨臼のアンカーホール及び膝の海綿骨に骨セメントを加圧注入することができる。
	③セメントを使用して再置換術を行う際のテクニック上の注意点：
	抜去したステムが存在した部分に残された線維性の組織を十分に取り除くこと。もし、十分に取り除けなかった場合には、その後挿入したセメントが海綿骨に十分入り込むことができず、予想したとおりの機械的固定力が得られない場合がある。
	ハリスアンカーホールプレッシャライザー
	ハリスアセタブラープレッシャライザー
	ミラーキャナル圧迫器
	骨セメント充填後、寛骨臼及び大腿骨に使用し、圧迫をかける。
	フェモラルノズルシール
	（骨セメント圧迫用アクセサリー：股関節用）
	カートリッジシステムのセメント注入ノズルに組み合わせて大腿骨に骨セメントを充填し、圧迫をかける。
	90 角ノズル
	（骨セメント適正充填用アクセサリー：膝関節用）
	カートリッジシステム先端に本品を取り付け、大腿骨・脛骨・膝蓋骨のペグホールなどに骨セメントを充填する。
	テーパーノズル、フレキシブルノズル
	（骨セメント適正充填用アクセサリー：股関節用）
	カートリッジシステム先端に本品を取り付け、大腿骨遠位部に差し込み、遠位部から隙間なく骨セメントを充填する。
	カートリッジ・キット
	（骨セメント充填用キット）
	①骨セメントのポリマー粉末包装の内容物全量を骨セメント混合用ボウルに入れる。この場合、混合用ボウルとヘラには化学的不活性材料を使用すること（ガラス、セラミック、非反応性プラスチック等）。また、適切な排気装置を付けたフード下で十分換気された状況で混合すること。
	②アンプル内の液体モノマーを全量加える（必ずポリマー粉末を先にボウルに入れた後、液体モノマーを加えること）。
	③ヘラで撹拌し、ポリマー粉末と液体を完全に混合した後、骨セメントを本品に充填する。
	④本品を専用のセメントガンに取り付けた後、セメントガンのトリガーを引いてノズル中の空気を抜き、続いてセメントを手術部位に注入し、インプラントを固定する。
	キャンセラスプレッシャライザー
	（骨セメント圧迫用アクセサリー：膝関節用）
	脛骨の海綿骨等に圧迫をかける。
	骨髄用排気チューブ
	髄腔内に排気チューブを設置し骨セメントを骨髄腔へ充填する。骨セメント充填後に排気チューブは引き抜く。
	ユニバーサルアダプター
	本品を、本品と適合するタイプのカートリッジシステムの先端に取り付け、本品の先端にテーパーノズル・フレキシブルノズルなどのノズルを取り付け、骨セメントを充填する。

